
私たちは「本当にインタラクティ
ブなデジタル教科書」を目指し，
３年間研究活動を行ってきました。
これは，教師が作るデジタル教科
書を通じて，学習者が，その先に
教師を感じ取ることができる学習
環境の実現を目指したものです。
その結果，デジタル教科書が，様々
な授業様式に対応した魅力的な教
育教材であることがわかりました。
今回は，名古屋大学，札幌国際大

学，千歳科学技術大学の教員が，
各大学で行ってきた様々な授業の
実践報告を行います。デジタル教
科書の作り方，使い方，学生の反
応のほか，システム開発者による，
教材作成支援システムのデモンス
トレーションなどを行います。教
育関係者のみならず，教育にご関
心のある方は，ぜひ，
お越しください。 
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“本当にインタラクティブな 
デジタル教科書” 実践活用報告 

日時：2018年3月24日 土曜日 
　　　13時～15時

まもなく、学校教育現場にタブレット端末が導入され、
デジタル教科書が使用されます。

学習空間の共有を可能にするLMS連携型デジタル教科書とそのオーサリング環境の構築研究グループ 
代表：曽我聡起（t-soga@photon.chitose.ac.jp）

会場：紀伊國屋書店札幌本店 
　　　１階インナーガーデン（入場無料・申込不要） 
　　　 札幌市中央区北５条西５丁目７番地 sapporo55 ビル 


